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３　移譲と開放に伴う支援と機能の補完について
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②　機能については、必要な機能をどうやって未来に引き継いでいくのか、どうやって
維持していくのかを考えなければならない。

備考

③　自治会組織も、ミニデイサービス組織も、今後は運営組織自体の持続性も心配の一
つであるから、できる限り負担を少なくする必要があるのではないか。

⑤　市も譲渡しつつ、譲れないところは何かといった絞りこみをしていく必要がある。

①　「シンボル事業③ＷＧ」は、小規模地域施設の移譲と開放について調整するもの。
今回は「譲渡の方針」と「開放型自治会館の定義」について、検討を進めていきたい。

⑥　なぜ、小規模地域施設の移譲と開放が必要なのか。課内で、危機感を共有し、今一
度、なぜそうしなければならないのか、原点に立ち返り検討を進めていただきたい。

⑦　考え方・定義等については、各構成員から出された意見を参照し、改めて課内でも
検討の上、引き続き議題としていく。

④　自治会組織に限らず、ＮＰＯなど第三者による施設維持・運営も見据えた検討をし
ていくことも必要では。


